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投票環境の改善
令和7年9月定例会｜該当テーマの発言のみを収録。質問・答弁・再質問の順序と文言を維持しています。

この資料は正式会議録から「投票環境の改善」に関係する発言をテーマ別に抜粋したものです。省略部分は他テーマの発言です。

○１０番（崎尾亮介） ［登壇］

最後に、投票環境の改善に向けた取組についてお伺いします。直近の選挙において、本市の投票率は全国的に見ても高い水

準にあり、特に周辺地域では、市全体を上回る結果が続いております。住民の皆さんの政治参加への意識の高さが表れてい

るものと感じております。一方で、人口減少の影響により、周辺地域の投票所では、時間帯によっては利用者がほとんどい

ないという現実があります。さらに、施設の老朽化や選挙立会人の確保難といった課題から、投票所の再編は避けられない

状況にあります。実際に本市でも、住民の要望を受けて投票所が閉鎖された例がございます。しかしながら、投票率の高さ

が示すように、住民の方々は決して投票を諦めたわけではございません。大切なのは、その意思をどうやって実際の投票行

動につなげていくかという点にあります。投票所の閉鎖と投票放棄は同じではなく、意思があっても物理的に投票できない

事態を回避することが市としての大きな責務ではないかと考えます。そのために、中心部や商業地域において利便性を高め

る工夫を、周辺地域においては、送迎サービスや移動投票所の導入など多様で柔軟な対応が必要であると考えます。そこで

お尋ねいたします。住民が行きたいのに行けないという状況を避けるために、本市として送迎サービスや移動式投票所の導

入を検討すべきではないかと選挙管理委員会にお伺いいたします。以上で、壇上での質問を終わり、質問席にて質問をさせ

ていただきます。

○選挙管理委員会事務局長（杉野義彦） ［登壇］

私からは、投票環境の改善に向けた取組につきましてお答えいたします。投票機会の確保のために、送迎サービスや移動式

投票所の導入を検討すべきではないかとの御質問でございますが、まず、本市における投票所の状況といたしましては、７

か所の期日前投票所と５４か所の選挙日投票所を開設しております。このうち、選挙日投票所は、本年４月以降、移転、統

廃合を行った結果、５投票所の減となったところでございます。これは、中津江、天瀬２地域の住民の皆様からの要望など

につきまして、再編による投票行動への影響がないかについて、必要な検討を行った上で、対応したものでございます。こ

れまで選挙管理委員会では、平成３０年に長崎県の雲仙市、それから令和５年に鹿児島県の日置市など、移動支援や移動投

票所制度を導入している自治体を視察したほか、その他自治体の状況につきましても情報収集を行いまして、調査、研究に

取り組んでおりますけれども、各自治体の導入の経緯といたしましては、選挙日投票所の閉鎖、統合等による影響緩和のた

めの経過的措置、もしくは代替措置として実施したものと認識いたしております。選挙管理委員会といたしましては、選挙

日投票における有権者の利便を優先するために、平成１７年の市町村合併前の投票所数の維持を基本としておりまして、現

時点におきましては、具体的な統廃合は予定していないところでございます。このことから、現時点の投票環境といたしま

しては、送迎サービスにつきまして、早急な導入の検討が必要な状況にはないものと考えております。また、移動投票所の

開設の検討に際しまして、対応すべき課題としては、投票立会人や事務従事者の確保、それから、本人確認や選挙人名簿の

管理、車両の確保とこれらに伴う費用負担の増などが上げられます。特に、期日前投票は、全有権者が市内全ての投票所で

投票可能であることから、二重投票防止のため、選挙人名簿を随時確認できるよう、各投票所を結ぶ安定的な通信環境の確

保が必須となります。加えまして、期日前投票所の運営は、会計年度任用職員により対応している状況がございますが、こ

れまでの選挙におきましても、必要な人員を充足する応募がない場合があるため、事務従事者の増員による運営が難しい状

況が想定されるところでございます。このため、選挙管理委員会といたしましては、市町村合併時の投票所数の維持を基本

としていることに加えまして、これまでの投票所開設の検討の中で、五和公民館を期日前投票所として追加した経緯を踏ま
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えますと、現状の投票所で投票環境としては充足しているものと認識しておりまして、移動投票所の開設につきましては、

現時点では予定していないものでございます。しかしながら、選挙人名簿登録者数は３年前と比較して約２,０００人、１０

年前からは約５,０００人ほど減少しておりますことから、特に小規模投票区の有権者数の推移、公共交通機関をはじめとす

る日常生活における移動手段の状況、地域での立会人の選任の状況など、今後の状況変化を十分注視しながら、有権者が投

票しやすい環境の確保に努めてまいりたいと考えております。私からは以上でございます。

○１０番（崎尾亮介） ［再質問］

次に、投票環境の改善に向けた取組について再質問させていただきます。先ほどの答弁では、現在の状況で投票環境は充足

しているという答弁でございましたが、仮に今後、投票所の変更などに際しまして、周知や理解促進の方策などをどのよう

に講じられるのかお教えいただけますか。

○選挙管理委員会事務局長（杉野義彦） ［答弁］

今後、何らかの事情によりまして、投票所の変更などの周知や理解促進の方策の対応が必要になった場合につきましては、

まず周知につきましては、現在使用している投票所に、例えばイベントの実施等で変更があった場合などにつきましては、

市報や選挙チラシ、防災無線等、それから各地区に配備してありますタブレット等で、関係自治会への周知を図っておりま

す。今後、統廃合の影響、もしくは、そういった施設の利用のための施設の変更等が生じた場合につきましても、同様の周

知方法によりまして対応していきたいと思っておりますけれども、今後、統廃合についてそういった必要が生じる場合とい

うのは、行政側からの事情というよりも、地域の実情が変わった場合というものが、非常に現状では考えられるかなと思い

ますけれども、地域によってそういった事情がそれぞれ違う状況もございますので、そういった部分につきましては、各地

域の意見を賜りながら対応してまいりたいと思っております。以上です。

○１０番（崎尾亮介） ［再質問］

少し古いのですが、千葉市では、平成２８年に駅ビルに設置した期日前投票所に関するアンケートを実施しておりまして、

そちらでは９５％の方が便利だと回答しております。私も、実際に福岡市と久留米市の民間商業施設で期日前投票所を見ま

した。年代問わず女性の方が並ばれているのが印象的でした。そこで、本当に政治の力が必要な女性一人で子育てをされて

いる方や、日常が多忙過ぎて投票に行けない方もいるのではないかと思いをはせたところです。現在、旧市内における期日

前投票所は、市役所と先ほどおっしゃられた五和公民館のみになっております。市役所に投票に行くという行為は、私の感

覚では非日常でございます。しかし、日常の生活の中についでに投票できれば、政治参加が日常的なものになり、より市民

の意見を反映させることができると考えておりますが、例えばの例として、投票率の向上と利便性の確保、この２つの観点

から、本市として民間商業施設に期日前投票所を設置することを検討すべきではないかと個人では考えますが、お答えをお

願いいたします。

○選挙管理委員会事務局長（杉野義彦） ［答弁］

投票率の向上と利便性の観点からということでございます。期日前投票につきましては、現在、市内７つの投票所におきま

して、全ての有権者が選挙ごとに定められた比較的長い期間で投票ができますことから、投票率の向上に大きく寄与してい

るところでございます。また、制度化された平成１５年以降、期日前投票率は、選挙ごとに伸びておりまして、直近の参議

院議員通常選挙におきましては、選挙日が３連休の中日であったことや、期日前投票において混雑する時期等を事前に周知

したこともございまして、１万５,４００人余りが投票しております。投票総数の４８.１％と、ほぼ半数に近いものとなっ

ております。御指摘の商業施設等、利便性が高く、人が集まりやすい場所への期日前投票所の設置は、手段としては大変有

効なものであると考えられております。このため、選挙管理委員会におきましても、商業施設における期日前投票所の開設

の可能性につきまして、これまで市内幾つかの商業施設と協議を行ったところでございますけれども、開設時間や設置スペー
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スの問題などからかなわず、二重投票防止のため、選挙受付システムの運用が可能な通信環境が整っております、現在設置

をしております五和公民館における期日前投票所開設に至った経緯がございます。したがいまして、現状では新たな期日前

投票所の開設というものは考えておりませんけれども、増設の必要性につきましては、その効果を含めまして、引き続き選

挙管理委員会において協議してまいりたいと考えております。また、既存の期日前投票所の利用状況といたしまして、選挙

日に近づくにつれ混み合う状況が依然見受けられておりますので、期間中の利用の推進と平順化に向けた周知啓発にさらに

努めますとともに、先ほど御答弁で申し上げましたとおり、今後の状況変化には適切に対応してまいりたいと思っておりま

す。以上です。

○１０番（崎尾亮介） ［意見］

最後にちょっと御意見をさせていただきます。

県内で面積の一番広い佐伯市が移動式の期日前投票所を設置しました。日田市も検討するべきに来ていると個人では考えて

おります。また、若年層の意見を集めるためには、若年層の投票率を向上させる必要があると考えます。若年層の投票率が

低いことの要因は、単なる政治不信だけではないと考えております。現在、何でも時間も場所も拘束のないスマートフォン

で決定できます。投票は時間も場所もある程度の指定があります。この感覚のずれ、不自由さが根幹にあると私は考えます。

不正を抑止するためにも管理が必要なのは理解しますが、一定の利便性を確保した歩み寄りも必要だと考えます。また、期

日前投票の利用が増えてきたことにより、現在は、市議選と市長選に関して条例の記載のある選挙公報の配布の時期に関し

ても検討が必要だと考えております。今後、柔軟な対応を期待しております。


